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神郷校区の人口 
人 口  9,982 人 
（男）  4,794 人 
（女）  5,188 人 
世帯数  4,556 世帯 
平成 30 年 3 月末現在 
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１年間どうぞよろしくお願いいたします 

 

 

 

 
 

 

川東中学吹奏楽部の皆さん素敵な 

演奏をありがとうございました。 
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神風特攻攻撃隊大黒上等兵の最後の手紙に田の上 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

昭和 19 年 10 月 25 日神風特別攻撃隊の飛行兵大黒上等兵

は航空機でもろとも敵艦に突撃し戦死しましたが、その前に出

された家族への遺書に「田の上の人によろしく」の一節があり

ます。大黒上等兵の家は田の上に親戚か、あるいは家族ぐるみ

で親しく付き合いのある家が田の上にあったと推察されるとこ

ろであります。 

上等兵・大黒繁男は、大正 13年 5月 21日愛媛県宇摩郡川

滝村に生まれ、昭和 10 年 12 月に一家は新居浜市西の土居町

に引っ越してきて、繁男少年は、金子尋常高等小学校 4年生に

転校してきました。 

わが国においては、昭和 12 年に始まった日中戦争はいつ果

てるともしれない長期戦となっていました。政府は戦時体制を

ととのえ長期戦にそなえるため、国家総動員法を制定し、議会

の承認なく国内の人的、物資資源を動員できる体制をしいたの

である。戦争はだんだん激しくなっていく中で、大黒繁男少年

は、昭和 16 年に 20 歳未満で海軍の航空整備兵に志願し、後

に飛行兵の道に進むのでした。 

日中戦争が長期化したころ、ヨーロッパでもドイツ・イタリ

アとイギリス・フランスとの間で第二次世界大戦が開始された。

そのような国際情勢の中で、ドイツ・イタリアと軍事同盟を結

ぶ日本に対するアメリカなどの経済封鎖が強まる中で、日米間

の対立が一層激化し、遂に日本は昭和 16年 12月 8日アメリ

カ・イギリスに宣戦布告、真珠湾のアメリカ海軍を攻撃し太平

洋戦争が開始された。開戦後、まもなく日本海軍は怒濤の勢い

で太平洋上の島々を占領した。しかし、その勢いもそこまでで

緒戦に戦果を拡大した日本軍も１９４２（昭和 17）年 6 月の

ミッドウェー海戦の敗北を機に戦局は一変。アメリカ軍の猛反

撃にあい各地で撤退を余儀されます。ここで日本海軍は、昭和

19 年に至って、飛行機一機で敵艦一艦撃沈の作戦をたて、神

風特別攻撃隊を編成した。この神風特別攻撃隊が昭和 19 年出

撃以来、終戦まで特別攻撃隊による戦死者は 6418人といわれ

ており、全てが航空機とともに戦死したのである。この神風特

別攻撃隊の昭和 19年 10月 25日第 1回の出撃隊は神風攻撃

隊の敷島隊であった。この敷島隊隊員の一人として出撃したの

が大黒上等兵である。 

紙面の都合で、省略しますが大黒上等兵の最後の手紙です。

両親に対する切々たるもの、祖母をいたわり、親戚隣近所の知

人に対する心づかい、そして 6月 12日に故郷の空から最後の

別れをした時の心情などが便箋 3枚に納められています。 

 校区グラウンドゴルフ大会結果報告 

6 月 10 日神郷小学校グラウンドで三世代交流グラウン

ドゴルフ大会が開催されました。梅雨の合間の蒸し暑さに

もめげず、和気あいあいと楽しくプレーしました。お世話

して下さった体振役員の皆様ありがとうございました。 

結果報告 優勝 渡辺 サカエ（白井） 

     2位 日下部 福江（又野） 

     3位 渡辺 良樹（田の上） 

 

 
７月(文月)の行事予定   

 
１日（日）8:00～  手みやげ事業    神郷公民館 
２日（月）19:00～  健全育成部定例会    〃 

     環境美化部定例会    〃 
４日（水）10:00～  子育てサロン      〃 
６日（金）13:30～  読み聞かせ反省会    〃 
          見守り推進協議会    〃 
7日 (土) 19:00～  老人クラブ定例会    〃 

１０日 (火) 9:00～ いきいきセミナー    〃 
１３日 (金)19:30～  子ども育成会定例会   〃 
１７日 (火)19:00～  民児協定例会      〃 
１９日 (木)９:30～  高齢者講座              〃 
２０日 (金)11:00～  乳幼児講座 素麺流し神郷幼稚園 
      12:30～   子ども教室  〃    〃 
      19:00～  夏祭り全体会    神郷公民館 
２３日 (月)19:00～ 連合自治会長会      〃 
２７日 (金)10:00～ 子ども教室 積み木    〃 
２８日 (土)10:00～ 三世代交流お手玉・けん玉遊び〃 
 

 

 

おめでとうございます 田の上自治会 

平成 30 年度地域環境美化功績者環境大臣表彰 
 

 平成 30年 6月 13日グランドアーク半蔵門（東京）にお

いて田の上自治会が平成30年度地域環境美化功績者として

環境大臣より表彰されました。これは環境省が毎年 6 月の

「環境月間」行事の一環として地域環境保全に関して顕著な

功績があったものに対しての表彰で愛媛県からは 1 団体の

みの表彰でした。特に田の上自治会のごみの分別の徹底・啓

発、ゴミステーションや自治会館・神社・水路・広場の清掃

等、地道な環境美化活動が認められての表彰です。 

おめでとうございました。 

益々のご活躍を期待しております。 

 

第３回 いきいきセミナー 

「草木染教室」 参加者募集 

 

これからの暑い夏にピッタリ！ 

シルクのスカーフをあなただけの色に染めてみませんか・・・ 

日時 ７月１０日（火）９:００～  

場所 神郷公民館 調理室 講師 飯尾久美子 先生 

材料費 １３００円～ 

定員 １５名・申込み受付  ７月 1 日～ 

 
 

 

 

  

 

 


